
下野市高齢者見守りネットワーク事業について

◆目指すべき「高齢者見守り」の取り組み 

 高齢化社会をむかえ、ひとり暮らし高齢者や高齢者のみ世帯の増加、生活様式の変化により地

域内での孤立から「孤独死」等、様々な問題が発生しています。

 このような現状の中、下野市は平成 22年から「高齢者見守りネットワーク事業」を実施して
おります。高齢者が孤立せず、住み慣れた地域で安心して生活を続けられるよう、地域社会が一

体となって見守りを行うネットワークを構築するものです。

地域の中で、様々な活動をしている個人や団体、業者等にご協力をいただき、さりげない見守

り・声かけにより、見守りを受ける側、見守る側、双方に負担のかからない方法で見守り活動を

行っています。高齢者の何らかの異変に気付いた時など、情報提供にご協力をお願いします。

◆高齢者の『何らかの異変に気付いた時』とは、どんなこと？ 

・新聞又は郵便受けに新聞や郵便物等が数日分たまったままになっている。

・何日も洗濯物が干したままになっている。

・雨戸の開閉が行なわれず、電気やテレビ等が付かない。または、付いたままになっている。

・偶然見かけた高齢者の方が、具合が悪くなって困っている様子である。

・その他、行動などに何らかの異変を感じるとき。

例） 極端に意欲がなくなる       身だしなみに構わなくなる

 ふさぎ込み、外出を避ける     以前と違って感情の起伏が激しい

以上のような時は、高齢福祉課または地域包括支援センターまでご連絡ください 
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地域での日頃のさりげない見守り

・新聞や郵便が溜まっている ・洗濯物が何日も干したまま

・雨戸が開閉されない ・電気、テレビが何日もついたまま

・高齢者の方が、徘徊しているのではないか

・具合が悪そうな方が座り込んでいる・・・など


